
■善悪を作ろう■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 215号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. 昔のブログから：善悪を作ろう 

  

昨日は、東京都の主催する「チャレンジアシストプログラム」の公開審査会でした。 

若者のチャレンジに対し、３０万円までを助成するという制度で、僕はこの審査員を 2010年から務めています。 

若者たちは、社会にとって自分の取組がいかに意義深いものか、その成功に価値あるものかを力説するのですが、

実は、僕ら審査員の興味はそこではありません。 

むしろ、その取り組みがいかに自分のためになるか、たとえ失敗しても意義深いものであるかを、評価するだけ

でなく、それを伝えるために様々な質問をします。 

たとえ壮大な目的でも、身近な理由からスタートすることがチャレンジです。 

そんなことを考えていたら、かつて書いたことを思い出したので、今日は昔のブログを紹介します。 

・ 

「実現」とは願いを叶えること。 

僕たちは[なぜ]願いを叶えようとするのか。 

それは、[理由と目的]があるからです。 

実現した後であれば、その[理由と目的]の両方を明確に説明することができますが、初めはどちらか一方がきっ

かけとなって実現を目指し始めます。 

例えば、楽しそうな人を見て自分もそうなりたいと考えるのは[目的]ですが、なぜそんなことを願うのかと顧み

た時の楽しくない自分が[理由]であり、これは[目的から理由]が見つかるケースです。 

もちろんその逆に、仕事に追われ楽しくない日々を送るうちに、時には楽しみたいと考えるようになれば、それ

は[理由から目的]が生まれるケースです。 

・ 

その順序はどちらでも構いませんが、普段漠然と考えている「なぜ(why)」が、[理由と目的]の 2つでできている

ことを忘れてはいけません。 



なぜなら[理由と目的]がきちんと分かれていないと、それらをつなぐ「方法」を考えられないからです。 

実現するやり方とは、[理由]から出発して[目的]にたどり着く「行き方」のことなので、出発点とゴールを明確に

しなければならないのは当然のことです。 

ですから「どうすればいいのかわからない」と言う人の多くが、「なかなかこの 2つが揃わない」と言いますが、

むしろ漠然と 1つに思っている「なぜ(why)」を 2つに分ければいいと思います。 

そのために、[理由と目的]の共通点と相違点を整理してみましょう。 

・ 

まず共通点は、どちらも自分の思いということです。 

実際にどうなのかではなく、何をどう感じるかという個人的かつ主観的な問題です。 

「戦争や嫌だからやめたい」と考える人ばかりでなく「戦争は好きだからやりたい」人も存在します。 

したがって、当たり前とか常識と思い込み、「判り切ったこと」として決めつけてはいけません。 

どんなことでも「こういう訳だからこうなりたい」と明確に説明する必要があります。 

それに賛同したり共感する人が、その「なぜ(why)」は「正しい」と言い、そうでない人が「間違い」というだけ

のこと。 

「なぜ(why)」は、誰もが認める【現実】ではなく、あなたが提案する【定義】のようなものです。 

ですから、あなた自身が納得できるものでなく、ふと思いついた【仮説】でも構いません。 

それが実現に値する願いかどうかを判断するのは、試しに発信し、他人からの評価や反応を見てからでも遅くは

ありません。 

・ 

そして相違点は、善悪です。 

[理由が悪]で、[目的が善]。実現とは、悪から善への道のりだと考えてもいいと思います。 

善とは良いこと、好きなこと、正しいことのこと。 

その反対に、悪とは悪いこと、嫌いなこと、間違ったことです。 

これ以上哲学的な説明はしませんが、あえて言うならば「肯定と否定」です。 

出発点とは、そこを否定して抜け出す場所で、到着点はそこを目指して認める場所というイメージです。 

ですから大切なことは、[理由と目的]とは「互いの何かが逆であること」であり、そのどちらが良いかはあなた

が決めればいいことです。 

例えば「今の幸せがこれからも続いて欲しい」と言うと、理由も目的もどちらも幸せのように思えますが、よく

考えるとそんなはずはありません。 

今の幸せがいつまで続くか不安だから、「続いてほしい」と願うのです。ですからこれは、「いつまで続くかわか

らない今の幸せ(理由)を、いつまでもずっと続く幸せ(目的)にしたい」とすべきです。 

・ 

こうして、あなたの「なぜ(why)」を「理由と目的」に分けて、これから挑む実現の出発点と到着点を明確にして

みましょう。 

そして、出発点を「悪」、到着点を「善」として、あなた自身が考える「善悪」をはっきりさせましょう。 

（まつむら塾 A1理屈編 2理系と文系 より引用しました） 

 

http://nanoni.co.jp/20161116-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のトピックス：名栗の森オーナーシップクラブ 6月例会 



 

名栗の森・辻村神社設置も一段落したので、いよいよ「森遊びイベント」の準備に取り掛かりたいと思います。 

いつものように山荘で例会の後、森の沢辺でくつろぎながら、イベントのイメージを膨らませましょう。 

もちろん、「森人間コンテスト 2019」の現地見学会も兼ねていますので、参加ご希望の方は参加ボタンをポチッ

と押して、コメントもお書き添えください。 

 

それと、暗くなれば近所にホタルスポットがたくさんあるので、オプションでホタル狩りもやりたいと思います。 

 

■６月例会＋現地見学会⑥ 

日時：6/23(日) 10:00～14:00 

会場：保全山荘・名栗の森 

費用：会員及び同伴者と森人間エントリー者は無料、一般 2,500円 どなたでも参加できます。 

・・・・ 

内容：（参加者が確定したら、再調整します） 

10:00 保全山荘に集合後、MTG しめ縄の準備 

11:00 辻村神社のメンテナンスの後、沢のほとりへ  

12:00 昼食を食べながら、イベント企画などMTG 

14:00 辻村山荘に戻り、後片付け・解散 

・・・・ 

オプション企画【蛍狩り】 

18時ころ集合（ブルータープ？） 

ホタル観賞 

20時ころ 解散 

 

装備：作業服、弁当 

その他、事前の計画や依頼事項など、情報交換は掲示板 https://www.facebook.com/groups/naguriforest/ 

の方に気軽にコメントしてください。 

詳細は後日参加者にご連絡します。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）06/17 〇11～18時 面談可（笑恵館） 

（火）06/18 ◎作業日・終日面談可（青葉台） 

（水）06/19 ◎作業日・終日面談可（青葉台） 

（木）06/20 〇10-18時 面談可（笑恵館） 



 13-18時 ★なるほどデイ 

18-20時 ★持ち寄り食事会（笑恵館） 

（金）06/21 ◎作業日・終日面談可（青葉台） 

（土）06/22 〇10-18時 面談可（笑恵館） 

10-18時 ★まつむら塾（笑恵館） 

（日）06/23 ◎15時以降面談可（新木場方面） 

10-14時 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（名栗） 

 

■その後のイベント 

06/27 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

06/29-07/01 台湾激安ツアー 

07/06 ★まつむら塾（笑恵館） 

07/11 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

07/11 ★笑恵館クラブ運営会議 

07/12 ★カプラー起業交流会（三茶） 

07/13 ★まつむら塾（笑恵館） 

07/18 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

07/28 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（名栗） 

 

今週は、金曜〆切の仕事があり、ちょっとパニックです。 

松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


